
「
活
動
的
」
な
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
肖
像
画
形
式

つ
ま
り
、
非
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
素
描
家
や
両
家
が

う
し
た
発
展
に
応
じ
て
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、

素
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ

六
世
紀
の

（
以
下
で
は
こ
の
二
分

一
八
世
紀
は
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
、
あ
る
い
は
こ
れ
以
後
の
時
代
で
は
、
自
山
時
問
に
お
け
る
非

。フ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
芸
術
的

・
学
術
的
な
趣
味
活
動
は
、
社
会
で
さ
ほ
ど
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
関
心
も
払
わ

れ
て
い
な
か
っ
た

g
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
お
か
げ
で
、
そ
の
狩
同
者
た
ち
は
新
し
い
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
、
そ
し

塑
像
の
技
術
や
実
践
だ
け
で
な
く
、
創
造
的
な
生
産
活
動
の
あ
り
方
や
活
動
場
所
が
、

て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
芸
術
家
や
芸
術
家
見
習
い
た
ち
は
、
地
位
の
向
上
と
自
己
演
出
の
可
能
性
を
得
た
。
ま
た
、
素
描

・
絵
両

・

よ
り
大
き
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

g
こ

一
七
世
紀
末
よ
り
、
素
材
や
道
具
そ
し
て
制
作
方
法
に
関
す
る
技
術
的
な
専
門
知
識
、

さ
ら
に
は
実
践
的
な
授

業
や
教
科
粛
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
3
。
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
新
た
に
闘
評
価
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
ひ
と
び

と
l

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
買
族
の
立
場
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
が
、
素
描
や
絵
画
、
演
奏
も
し
く
は
（
擬
似
的
な
）
学
問
に
従
rJf
す
る
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト
の
姿
で
肖
像
画
を
描
か
せ
た
と
い
う
点
か
ら
も
、
明
ら
か
だ
と
い
え
る

[
fi
g
s.

I

, 

野
に
つ
い
て
論
じ
る
）
芸
術
活
動
に
従
事
す
る
姿
を
捉
え
た
肖
像
両
形
式
と
し
て
は
、
早
い
と
こ
ろ
で

一
ヒ
世
紀
、

そ
し
て

ウ
ル
リ
ヒ
・

フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

岩

谷

秋

美

訳

I
i竺

デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト
前
史

あ
る
い
は
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fig. 2 ジャン・ベルナール・デュヴィヴィエ〈ヴィラール家の肖像》

1790 年、油彩・キャンバス、 112X 145cm 、プリュージュ、

グルーニング又術館

fig. I ジャン・エティエンヌ・リオタール

《堡忍の図mi を描く 1'i' 年としてのレ

オポルト ニjl t) 1762 年、彩色素

描・紙、 32 X 26.5cm 、ジュネーウ、

災術歴史博物館

半
世
紀
の
無
名
両
家
に
よ
る
絵
両
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

レ
プ
リ
カ
を
前
に
す
る
二
人
の
若
者
を
描
い
た
、

ヨ
ハ
ン

稿
は
専
ら
肖
像
画
に
つ
い
て
議
論
す
る
の
で
あ
っ
て
、
数
多
く
あ
る

名
の
）
素
描
画
家
に
よ
る
作
品
や
、
特
定
不
可
能
な
素
描
ア
カ
デ
ミ
ー
の

る
よ
う
な
作
品
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、

37 ョ

ハ
ネ
ス

・
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス

0
0
h
a
n
n
e
s
S
r
r
a
d
a
n
u
s
, 
1
5
2
3
,
1
6
0
5
)

や
オ
ド
ア
ル
ド
・

フ
ィ
ア
レ
ッ
テ
ィ

(
O
d
o
a「
d
o
F
i
a
l
g
i》

1
5
7
3
,
1
6
3
8
?
)

、
ヒ
エ
ト
ロ

・
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ

・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

(
P
i
e
tr
o
F
r
a
n
c
e
s
c
o 
Alber
ti
, 
1
5
8
4
,
1
6
3
8
)

、
ク
リ
ス
ピ
ン

・

フ
ァ
ン

・
ド

・
パ
ス

(
C
n
s
p
1
J
n
v
a
n 
d
e 
P
a
s
s
e
, 
1
5
8
9
,
1
6
3
7
)

に
よ
る
版
画
、

し
て
ミ
ハ
エ
ル

・
ス
ウ
ェ

ー
ル
ツ

(
M
i
c
h
a
e
l
S
w
e
e
r
r
s
, 
1
6
1
8
,
1
6
6
4
)

、

ハ
イ
ス

(J
o
h
a
n
n
H
e
i
B
, 
1
6
4
0
,
1
7
0
4
)

、

ピ
ー
テ
ル

・
コ
ッ
デ

(Pieter
C
o
d
d
e
, 

1
5
9
9
,
1
6
7
8
)

に
よ
る
絵
画
、
あ
る
い
は
、

ア
ン
テ
ィ
ノ
ウ
ス
像
の
小
さ
な

‘‘、

[
f
i
g
. 
3
]

-".}o
 

そス

テ
フ
ァ
ノ

・
デ
ッ
ラ

・
ベ
ッ
ラ

(
S
t
e
f
a
n
o
della 

B
e

―la, 
!
6
1
0
'
1
6
6
4
)

に
よ
る
メ

デ
ィ
チ
家
の
壺
の
エ
ッ
チ
ン
グ
（

一
六
五
六
年
）
に
は
、
珍
し
い
こ
と
に
、

素
描
す
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
大
公
コ
ジ
モ
三
世

(
C
o
s
im
o
Il
l.
 

d
e
'
M
e
d
1
c
1
, 

1
6
4
2
, 

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ
チ
ー
ノ
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

参
加
者
た
ち
の
集
団
肖
像
画
な
ど
、
風
俗
画
や
芸
術
の
寓
意
と
見
な
さ
れ

（無

が

こ
の
点
こ
そ
が
、
本
稿
の
論
点
で
あ
る
。
重
ね
て
強
調
す
る
が
、
本

作
例
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
絵
画
タ
イ
プ
は
複
雑
な
始
ま
り
方
を
し
た



デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
素
描
画
家
が
確
実
に
描
か
れ
た
、

抱
い
て
い
た
興
味
の
本
質
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る

機
が
あ
っ
た
ー
|
そ
の
多
く
の
場
合
、
素
描
を
む
し
ろ
象
徴
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
が
索
描
に
対
し
て

以
下
で
は
、

次
の
二
点
に
つ
い
て
論
じ
る

例
が
一
六
世
紀
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
の
重
要
性
が
、

き
り
と
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
よ
う
。

〔
第
↓
に
、
〕
索
描
す
る
人
物
を
肖
像
両
と
し
て
描
く
背
娯
に
は
、

お
そ
ら
く
も
っ
と
も
初
期
の
作
例
と
な
る
、

i 

[
f
i
g
. 

4
] 

:s
 

1723)
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
若
君
は
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
銘
文
に
よ
っ
て
は
っ

fig. 3 

ー
京
一
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
前
史

フランスの1!1,j 家（？） （アンティノウス像のレプリカの前

の：人の索描 lIIIj̒ 求 17 世紀1liJ̒ 卜、油彩・キャンバス、

92 X 118cm 、モンペリエ、ファープル美術館

こ
う
し
て
み
る
と
、
索
描
す
る
姿
を
捉
え
た
肖
像
両
と
い
う
、
稀
打
な
作

そ
し
て
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
注

11
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ
チ
ー
ノ

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
動

fig. 4 ステファノ・デッラ・ベッラ《メディチ家の壺）1656 年、エッ

チング、 31X 28cm 
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一
七

0
0年
頃
に
な
る
と
、
絵
を
描
く
ル
ネ
・ダ
ン
ジ
ュ
ー

(
R
e
n
e

い
の
で
あ
る
。

は
彫
塑
の
制
作
活
動
中
の
姿
を
描
き
出
し
た
肖
像
画
は
、
存
在
し
な

初
期
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
作
例
の
中
に
は
、
素
描
や
絵
画
も
し
く

像
画
を
思
い
出
さ
れ
た
い
忽
し
か
し
な
が
ら
少
な
く
と
も
現
存
最

た
ー
た
と
え
ば
、
自
身
と
仲
間
た
ち
と
を
描
い
た
レ
オ
ン

・
バ
ッ

ン
ト
の
似
先
的
な
テ
ー
マ
は
明
ら
か
に

(n分
自
自
の
）
肖
像
画
だ
っ

か
ら
、
素
描
や
絵
両
そ
し
て
彫
塑
の
分
野
に
お
い
て
、
デ
ィ
レ
ッ
タ

習
目
標
が
お
そ
ら
く
初
め
て
絵
画
化
さ
れ
た

(
B
e
r
n
a
r
d
i
n
o 
L
i
c
m
o
, c
. l 

4
8
9
,
¥ 
5
6
5
)

に
よ
る
一
五
三
五
／
四

0
年
の
絵
画
で
あ
る
。

ど
れ
ほ
ど
栢
極
的
に
取
り
組
む
か
は
別
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
絵
画
芸
術
に
お
け
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
活
動
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
の

は
、
な
に
よ
り
も
ア
リ
ス
ト
レ
ス

(Aristoteles
,
3
8
4 
B
C
,
3
2
2 
B
C
)

と、

素
描
や
芸
術
の
必
要
性
を
幾
度
と
な
く
主
張
し
た
。

一
五
世
紀
末
、

フ
ラ
ン
ス
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
写
本
で
、
若
者
の
教
育
の
四
つ
の
学

‘‘,'
 

[
f
i
g
. 
5
]

.
e
o

こ
の
頃
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fig. 5 

テ
ィ
ス
タ

・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（
L
e
o
n
B
a
m
s
t
a 
A
J
b
e
m
, 

I 

4
0
4
,
1
4
7
2
)

の
肖

フランスの写本画家《アリストテレスに基づく「1rn 人の教育） 15 世

紀後‘ド、ハリ、国立図，！f館、 ms. fran~ais 22500, fol. 248 

の
人
文
主
義
者
た
ち
は
、
人
文
主
義
的
教
育
の
構
成
要
素
と
し
て
、

そ
れ
に
続
く
占
代
の
著
述
家
の
記
述
で
あ
っ
た
。
自
由
人
の
教
育
は

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ
一
ゥ
ル
リ
ヒ

・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

一
五
世
紀
初
頭
以
降



初
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ

・
デ

・
メ
デ
ィ
チ

(
A
l
e
s
s
a
n
d
r
o

d
e'
M
e
dici
, 

I 

5
1
0
,
1
5
3
7
)

が
女
性
の
頭
部
を
索
描
し
て
い
る
姿
を
捉
え
た
、

コ
ポ

・
ポ
ン
ト
ル
モ

(Jaco
p
o 
P
o
n
t
o
r
m
o
, I 

4
9
4
,
1
5
5
7
)

に
よ
る

一
五
三
四
／
三
五
年
頃
の
作
品
は
、

[苗
7
)
1
1

。
こ
の
若
き
村
主
は
、
絵
画
の
中
か
ら
こ
ち
ら
へ
と
視
線
を
送
り
、
ま
た
同
時
に
、
銀
布
で
若
い
女
性
の
横
頻
を
描
く
。
彼
女

は
彼
の
恋
人
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

具
と
と
も
に
制
作
者

n自
の
肖
像
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

か
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
本
作
の
特
異
な
点
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
関
連
す
る
最
初
期
の
よ
く
知
ら
れ
た
例
は
、

お
そ
ら
く
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
両
家
フ
ラ
ン
チ
ャ
ビ
ー
ジ
オ

(
F
r
a
n
c
1
a
b
1g10,
1
4
8
2

,
1
5
2
5
)

が

一
五

一
」
ハ
年
煩
に
描
い
た
作
品
で
あ
る

[fi
g
.

8
]

2

。
こ
れ
と
比

一
ヒ

0
0年
頃
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

d
'A
n
J
O
U
, 
1
4
0
9
,
1
4
8
0
)

王
を
表
し
た
索
描
が
登
場
す
る
。
こ
の
王
の
肖
像
両
は
、

一
見
す
る
と

一
五
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
様
式
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
こ
れ

は
過
去
の
様
式
を
貞
似
し
て

一
ヒ

0
0
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

[fi
g
. 

6
] 

制
作
を
た
し
な
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
さ
ま
ざ
ま
な
証
拠
を
総
じ

う
な
、
絵
画
制
作
に
い
そ
し
む
君
主
を
描
い
た
も
の
が
お
そ
ら
く
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か

l

実
際
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
な

お
板
や
描
く
手
は
、
君
主
の
非
凡
な
趣
味
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
た
め
に
、ヤフ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
芸
術
家
で
す
ら
、

炉

し
た
が
っ
て
、

よ
う
や
く
仕
巾
逍

公
が
仕

11道
具
と
と
も
に
描

ほ
か
に
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
る

て
い
え
る
こ
と
は
、

一
五
世
紀
に
は
す
で
に
、
本
作
の
手
本
に
相
喝
す
る
よ

ー
サ＂r

-
デ
ィ
レ

ッ
タ
ン
ト
前
史

fi g. 6 フランスの索描11bj 家：絵を描くルネ・ダンジュー E》1700 年頃、
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が
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
た
は
ず
が
な
い
こ
と
が
、
近
年
実
施
さ

実
際
に
、

そ
し
て
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
素
描
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
か
と
い
う
点
は
疑
わ
し
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
は
、
女
性

の
顔
が
本
当
に
恋
人
の
も
の
か
、

と
い
う
点
だ
。
こ
の
場
面
は

く
愛
の
神
を
表
し
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、

そ
の
場
合
の

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
素
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

両
家
（
ど
n
o
r
Pi
ccor
) 

つ
ま
り
人
の
ハ

ー
ト
に
想
い
人
を
描

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
解
釈
で
き
る
。

一
方
で
本
作
は
、
愛
神

力
み
な
ぎ
る
様
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
実
生
活
の
中
で
も

世
の
コ
ピ
ー
）
と
比
較
し
て
、
本
作
の
公
は
背
筋
を
伸
ば
し
活

よ
る
準
備
素
描
（
も
し
く
は
失
わ
れ
た
準
備
素
描
に
基
づ
く
後

れ
た
一
連
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
だ
。
ポ
ン
ト
ル
モ
に

銀
筆
の
技
術
は
こ
の
時
点
で
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
、
公

が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
っ
て
も
、
燈
く
こ
と
で
は
あ
る
ま
い

公
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
の
肖
像
両
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
す
べ
て

上
を
踏
ま
え
た
な
ら
ば
、
ポ
ン
ト
ル
モ
に
よ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

年
の
有
名
な
自
画
像
で
は
、
鉛
筆
も
筆
も
見
当
た
ら
な
い
。
以

べ
て
円
形
の
鏡
を
使
っ
た
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ

(
P
a
r
m
,
g
i
a
m
n
o
/ 

G
i
r
o
l
a
m
o 

Francesco 

M
a
n
a 
M
a
z
z
o
la, 1
5
0
3
,
1
5
4
0
)

に
よ
る
一
五
二
四

fig. 8 
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フランチャピージオ 〈自画像(?)) 1516 年、

油彩 ・板、 57.8 X 44.4cm 、ニューヨーク、

ハンター ・カレッジ（ルーズヴェルト・ハウス）、

H ・クレス）IオlヽrI

6 g,7 ヤコホ ・ホントルモ （アレッサンドロ・デ・メディ

チ〉 1534/35 年、油彩 ・板、 100X81cm 、フィ

ラデルフィア又術館



描
に
従
事
す
る
姿
で
描
か
れ
た
理
由
は
、
実
際
に
公
が
索
描
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
か
ら
、
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
が
新
し
い
肖
像
両
形
式
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ

う
。
単
純
に
見
え
た
と
し
て
も
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
肖
像
画
は
さ
ま
ざ
ま
な

が
っ
て
、

公
は
純
粋
に
愛
に
よ
っ
て
性
格
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
化。

他
方
で
こ
の
場

面
は
、
非
常
に
象
徴
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
若
き
莉
主
を
理
想
的
な
「
宮
廷

人」

(
co
r
ce
g
ia
n
o
)

と
し
て
表
し
た
も
の
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。
宮
廷
人
に

と
っ
て
、
愛
は
必
要
不
可
欠
な
人
生
の
要
索
だ
っ
た
。
こ
の
直
前
の

一
五
二
八

年
に
出
版
さ
れ
た
、

バ
ル
ダ
ッ
サ
ー
レ

・
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ

(
B
ald
a
s
s
ar
e

C
a
s
ti
g
li
o
n
e
, 

I 

4
7
8
,
1
5
2
9
)

の
著
書
『
宮
廷
人
』

(
B
1怠
令

芍
P
§
m
)
は
、
宮
廷

人
の
理
想
を
広
め
普
及
さ
せ
た
。
周
知
の
と
お
り
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
は
、
あ

ら
ゆ
る
宮
廷
人
に
対
し
て
素
描
の
索
従
を
臭
に
つ
け
る
よ
う
求
め
た
わ
け
だ

が
、
そ
ん
な
本
箸
が
大
成
功
し
た
こ
と
で
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
形
は

決
定
付
け
ら
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ー
。
こ
う

し
て
、
プ
リ
ニ
ウ
ス

(
C
a
i
u
s
Pli111us 

S
e
c
u
n
d
u
s
, 2
3
,
7
9
)

や
ダ
ン
テ

(
D
a
n
t
e
A
li
g
h
,
c
n
, 

1
2
6
5
,
1
3
2
1
)

、
ペ

ト
ラ
ル
カ

(
F「
a
n
c
e
s
c
o
Petr
ar
ca
, I 

3
0
4
,
1
3
7
4
)

そ
し
て
ロ
レ
ン
ツ
ォ

・

デ

・
メ
デ
ィ
チ

(L
o
r
e
n
z
o
d
e
'
M
e
d
i
c
,, 
1
4
4
9
,
1
4
9
2
)

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
教

旋
を
前
提
と
し
た
ポ
ン
ト
ル
モ
の
肖
像
画
形
式
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た

一
五
三
四
／
三
五
年
に
ア
レ
ッ
サ
ン
ド

ロ・

デ

・
メ
デ
ィ
チ
公
が
素

ー
京

一
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
前
史

右：

fig . 9 南ドイツの IIli 家 （索描する行年〉 1490 /1500 年煩、

油彩 ・板、 45.7 X 32.8cm 、シカゴ又術館

J£ ・

fig. JO fi g. 9の部分 42 



観
点
か
ら
、

は
な
い
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
象
徴
的
な
観
点
か
ら
、
解
釈
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
。

こ
れ
ま
で
象
徴
的
機
能
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
製
図
用
の
ペ
ン
を
削
っ
て
い
る
若
者
の
肖
像
画
に
描
か
れ

[fi
g
. 

9
]

＇.。
こ
の
作
品
は
お
そ
ら
く
南
ド
イ
ツ
（
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
？
）
に
て

一
四
九

0
／
一

五

0
0

年
頃
に
制
作
さ
れ
た
。
窓
枠
上
部
に
「

M
N」

と
い
う
文
字
が
あ
る
た
め
に
、

(
M
a
t
t
h
ias
 

G
r
u
n
e
w
a
l
d
) 

か
つ
て
は
マ
テ
ィ
ス

・
ナ
イ
ト
ハ
ル
ト

(
M
a
t
h
i
s
N
i
r
h
a
r
t
, 

の
自
画
像
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
描
か
れ
て
い
る
人
物

l

お

そ
ら
く

一
六
歳
か
ら
二

0
歳
く
ら
い
の
若
者
ー
は
、
画
家
の
工
房
の
中
に
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
証
拠
に
背
後
の
壁
に
は
、
筆

・
絵
の

具
の
小
ツ
ボ

・
油
の
ビ
ン

・
（
絵
の
具
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
の
に
使
用
す
る
）
貝
殻
が
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
画
家

つ
ま
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
て
、
画
家
の
技
術
を
学
ぶ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で

し
た
が
っ
て
彼
は
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
文
脈
に
属
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
作
品
が
果
た
し
て
な
ぜ
、

43 

そ
し
て
誰

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
た
い
。
こ
の
点
は
、
本
作
が
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
作
品
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問

い
に
も
匹
敵
す
る
、
重
要
で
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
問
題
だ
。
本
作
が
、
デ
ュ

ー
ラ
ー

（こ
br
ec
ht
D
u
r
e
r, 
1
4
7
1
'
1
5
2
8
)

の

一
三
歳
の
肖
像
素

描
(
-
四
八
四
年
）
、
も
し
く
は
マ
ル
テ
ィ
ン

・
シ
ョ

ー
ン
ガ
ウ
ア
ー

(
M
a
r
t
i
n
S
c
h
o
n
g
a
u
e
r, 
c.
 

1
4
4
5
/
1
4
5
0
,
1
4
9
1
)

の
肖
像
（
三

O
X
ニニ
Cm

、

一
四
八
三
年
？
）
な
ど
を
前
提
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
デ
ュ

ー
ラ
ー
も
シ
ョ

ー
ン
ガ
ウ
ア
ー
も
、
素
描
あ
る
い
は
絵
画
を

傍
ら
に
懺
く
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
点
を
度
外
視
し
た
な
ら
ば
倍
本
作
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
若
者
が
小
さ
な
素
描
に
自
由
な
筆

使
い
で
何
を
描
き
出
し
て
い
る
の
か
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る

だ
5
。
こ
の
肖
像
画
は
そ
も
そ
も
、
愛
を
こ
め
た
贈
り
物
、
も
し
く
は
恋
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
南

ド
イ
ツ
を
発
祥
と
す
る
、
図
像
と
し
て
は
例
外
的
な
愛
の
絵
と
し
て
構
想
さ
れ
た
肖
像
画
の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
似
。
こ
こ
で
決
定
的
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
芸
術
家
の
活
動
を
描
く
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
い
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ベ
ルナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ

ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

見
習
い
か
、
も
し
く
は
画
家
職
人
で
あ
ろ
う
。

4
7
5
/
1
4
8
0
,
l
5
2
8
)

、
通
称
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト

た
、
素
描
に
つ
い
て
観
察
し
た
い

[
fi
g
. 
1

0
]

。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
右
手
を
胸
に
当
て
た
裸
の
男
性

と
い
う
こ
と
だ
。

X
線
写
真
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
い



の
板
絵

《
子
ど
も
の
絵
を
手
に
笑
う
若
者
》
は
、
索
描
の
制

ヤ

虞
＼
‘`̀

；し
・-＞
i
i

え
る
。
も
と
も
と
は
素
描
の
代
わ
り
に
開
い
た
本
が
下
描
き
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
の
だ
ー

|
こ
の
若
者
は
し
た
が
っ
て
、
索
描

の
た
め
の
ペ
ン
で
は
な
く
、
筆
記
の
た
め
の
ペ
ン
を
削
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
か
ら
素
描
へ
変
更
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
若
者
の
魂
の

状
態
が
い
っ
そ
う
明
快
に
な
っ
た
ー
ー
素
描
は
、
両
家
見
習
い
と
し
て
の
彼
の
活
動
の
稀
有
な
記
録
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
も
っ
て
ア
ト
リ

ビ
ュ

ー
ト
で
あ
る
。
背
後
に
あ
る
絵
画
制
作
の
た
い
へ
ん
象
徴
的
な
小
道
具
を
見
た
な
ら
ば
、
若
者
の
誠
実
さ
や
愛
の
悩
み
が
、
空
想
の

中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
を
使
っ
て
吃
り
上
げ
ら
れ
る
様
が
想
像
で
き
よ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
た
な
ら
ば
、
こ
の
肖
像
画
の
若
者
が
両
家

見
習
い
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
反
論
の
余
地
は
あ
る
ま
い

反
論
の
余
地
は
あ
る
ま
い
）
。
素
描
に
従
¥
す
る
姿
が
選
ば
れ
た
の
は
、

く
ま
で
も
象
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
愛
神
両
家
（
ど
n
o
r
P
ic
t
o
r) 

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

・
カ
ロ
ト

(
G
1o
va
n

Francesco 

Carota
, l 

4
8
0
,
-
5
5
5
)

に
よ
る

一
五

一
0
年
代
の
異
色

作
中
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
素
描

を
手
に
し
て
い
る
[
忌

l

二
悠

そ
の
主
題
は
、
初
め
て
挑

゜
ぷ
ノる

可
能
性
が
あ
り
う
る
の
か
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ

何
か
し
ら
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
的
な
」
文
脈
で
描
か
れ
て
い

fi g. 11 

絵を T， に笑う i‘ i者）15 10 年代、油彩 ・板、 37 X 

29 cm、ヴェローナ、カステルヴェッキオ災術館

者
が
、
疑
問
の
余
地
な
く
画
家
見
習
い
な
の
か
、
あ
る
い
は

ー
章

ー
デ
ィ
レ
ッ
タ

ン
ト
前
史

そ
れ
が
若
者
の
職
業
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
索
描
は
あ

の
概
念
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
こ
の
若

（
同
じ
く
、
こ
れ
が
白
両
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も 44 
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ん
だ
不
器
用
な
絵
と
、
卓
越
し
た
芸
術
的
技
属
と
の
対
照
性
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
本
稿
で
は
詳
述
せ
ず
、
概
略
を

示
す
だ
け
に
留
め
た
い
。
ま
ず
念
頭
に
置
く
べ
き
は
、
二
点
あ
る
。
第
一
に
、
画
中
の
素
描
を
描
い
た
の
は
幼
い
子
ど
も
で
あ
る

i

若

者
は
、
自
分
自
身
が
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
素
描
を
掲
げ
て
い
る
の
だ
。
第
二
に
、
不
完
全
で
は
あ
る
も
の
の
、
眉
毛
の
ラ
イ
ン
や
ぼ

さ
ぼ
さ
の
髪
の
毛
な
ど
を
見
る
と
、
画
中
の
素
描
に
描
か
れ
た
人
物
が
、
こ
の
若
者
と
そ
っ
く
り
だ
と
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
画
中
の
素
描

は
、
自
画
像
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
画
中
の
索
描
で
は
、
人
物
像
の
近
く
に
、
目
が
ひ
と
つ
描
か
れ
て
い
る
。
ま

る
で
、
も
う
一
度
練
習
し
て
日
の
描
き
方
を
習
得
す
る
た
め
の
よ
う
だ
。
そ
れ
は
当
時
の
素
描
の
授
業
で
は
一
般
的
な
練
習
方
法
だ
っ
た
。

カ
ロ
ト
の
絵
画
が
示
し
て
い
る
の
は
、

り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、

f
ど
も
の
単
純
な
素
描
を
正
確
に
観
察
し
て
再
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
（
「
芸
術
は
技
術
を
隠
す
」
の
意
に
お
い
て
）

技
術
を
意
識
的
に
完
璧
に
秘
す
る
こ
と
な
の
だ
偲
赤
い
髪
の
人
物
は
、
両
家
カ
ロ
ト
の
（
唯
一
の
）
息
チ
に
ち
が
い
な
い
。
彼
の
苗
字
は
、

「
人
参
の
赤
」

と
い
う
特
徴
的
な
髪
の
毛
の
色
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
若
者
は
彼
自
身
に
よ
る
最
初
の

絵
を
笑
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
絵
画
は
、
彼
が
芸
術
家
と
し
て
の
才
能
を
ど
う
や
ら
受
け
継
が
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
た
の
だ

ろ
う
！
こ
れ
は
一
六
世
紀
の
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
カ
ロ
ト
の
息
子
は

H
下
、
素
描
家
や
両
家
と
し
て
の
早
熟
な
才
能
を
示
し
て
は

お
ら
ず
、
そ
し
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
両
家
で
は
な
く
法
律
家
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
カ
ロ
ト
の
絵
画
は
、
芸
術
的
な
才
能
の
継
承

・
見
極

め

・
適
正
の
問
題
を
笑
い
と
と
も
に
提
供
し
て
お
り
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
肖
像
画
に
お
け
る
極
め
て
特
異
な
形
式
だ
と
い
え
よ
う
。

い
よ
い
よ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ

・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

(
A
g
o
s
r
m
o
V
e
n
e
z
i
a
n
o
, I 

4
9
0
,
1
5
4
0
)

に
よ
る
一
五
三

0
／
三
一
年
の
版
画
を
取
り
上

げ
た
い
。
銘
文
を
見
れ
ば
本
作
が
、

い
た
ず
ら
が
き
風
の
笑
い
を
誘
う
素
描
の
不
完
全
さ
と
、
卓
越
し
た
描
写
技
術
と
の
対
照
性
で
あ

ロ
ー
マ
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
あ
る
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
殿
の
、
バ
ッ
チ
ョ

・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ

(
B
a
c
c
,o

B
a
n
di
n
e
=-》

1
4
8
8
,
1
5
6
0
)

に
よ
る
私
的
な
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
表
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る

[fi
g
.

1
2
]
5
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ
ウ
ル
リ
ヒ

・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー



リ
の
工
房
で
催
さ
れ
た
、
町
の

参
加
者
は
芸
術
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
素
描
を
練
習
し
て
い

る
の
だ
。
仮
に
、
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
が
自
身
の
ア
カ
デ
ミ
ー
ヘ
の

か
が
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
版
両
を
見
る
者
が

彼
ら
を
具
体
的
に
同
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
ち
が
い
な
い
。
こ

で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
そ
の
隣
に
描
か
れ

の
は
、
本
来
な
ら
ば
若
い
う
ち
に
習
得
す
べ
き
も
の
を
、
年
老
い
た
い
ま
練
習
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
、
密
や
か
な
批
判
で
あ
る
。
以

上
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
良
い
芸
術
愛
好
と
悪
い
芸
術
愛
好
の
対
比
で
あ
り
、

レ
ッ
タ
ン
ト
ヘ
の
嘲
笑
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ン
ト
の
素
描
家
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
は
老
い
た
デ
ィ

い
ず
れ
に
せ
よ
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
の
版
画
は
、
芸
術
愛
好
家
の
新
た
な
層
と
デ
ィ
レ
ッ
タ

工
房
の
性
格
が
い
か
に
変
化
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
エ
房
は
い
ま
や
、
手
作
業
で
作
品
を
制
作
す

る
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
な
っ
た
。
集
ま
っ
て
対
話
し
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
換
し
、

耳
を
も
つ
姿
へ
と
突
然
変
異
し
て
い
る
。
こ
の
描
写
が
意
図
す
る

て
い
る
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
老
人
の
姿
は
、
壁
の
影
の
中
で
、
豚
の

裸
の
女
性
像
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
「
芸
術
を
愛
好
す
る
も
の
」

人
は
女
性
像
を
手
に
す
る
。
観
察
と
理
論
的
分
析
に
拠
り
、
彼
は

右
側
の
老
い
た
男
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち

の
版
画
は
、
積
極
的
に
素
描
を
学
ん
で
い
る
左
側
の
若
者
た
ち
と
、

参
加
者
た
ち
に
つ
い
て
具
体
的
に
鴇
き
残
し
、
そ
の
う
ち
の
何
人

ー
京
ー
デ
ィ
レ

ッ
タ

ン
ト
前
史

「
知
識
人
」

の
非
公
式
な
集
会
で
、

そ
し
て
と
も
に
活
動
す
る
た
め
の
場
所
な
の
で
あ
る - 46 



ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
素
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ
チ
ー
ノ
一
ゥ
ル
リ
ヒ
・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

た

ベ

ル

ナ

ル

デ

ィ

ー

ノ

・
リ
チ

ー

ノ
が

と
、
主
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い

像
画
を
意
図
し
て
い
な
い
作
例
を
鑑
み
る

要
な
位
置
に
は
な
い

作
例
、
も
し
く
は
肖

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン

ト

の
素
描
や
絵
画
が
主

ム
の
文
脈
上
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

は
じ
め
て
、
作
品
を
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ

や
愛
が
描
写
の
主
要
な
動
機
と
な
っ
た
と
き

必
要
と
な
る
造
形
美
術
の
形
式
と
し
て
、
優

遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
g
。
さ
ら
に
い
え

版
画
で
初
め
て
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
だ
笞

芸
術
的
な
活
動
に
対
す
る
喜
び

的
な
偏
愛
の
活
動
が
、
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
の

そ
し
む
こ
と
、
余
暇
の
活
動
、
そ
し
て
個
人

ば
、
晩
の
「
自
由
時
間
」
に
絵
画
芸
術
に
い

と
し
て
、
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
手
仕
事
に

そ
こ
で
は
素
描
が
、
「
知
的
な
作
業
」

fig. 13 
ベルナルディーノ ・リ

チーノ 《徒弟と索描

生徒のいる自両像〉

1535/40 年、油彩・板、

82 X 127cm 、アニッ

ク・カースル
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右・左 ：

figs. 14, 15 いずれも fig. l3 の部分



画
像
と
し
て
は
も
っ
と
も
早
い
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

／
四

0
年
に
絞
り
込
ま
れ
る
。
こ
の
絵
画
は
長
い
こ
と
概
し
て

一
人
は
二
つ
の
指
輪
を

一
方
、
テ
ー
ブ
ル
の

一
五
三
五
／
四

0
年
に
制
作
し
た
、
徒
弟
や
生
徒
た
ち
の
中
の
自
身
を
表
し
た
集
団
肖
像
両
が
、

か
る

[
fi
g
.

1
3
]

g

。
当
時
と
し
て
は
照
く
ほ
ど
大
き
な
柚
長
長
方
形
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
用
し
た
本
作
は
、
最
初
期
の
有
名
な
集
団
肖
像

例
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
索
描
を
学
ん
で
い
る
新
米
芸
術
家
と
金
持
ち
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
則
っ
て
対
比
さ
せ
ら
れ
た
最
初
の
作
例
な
の
だ
。
同
時
代
の
ひ
と
び
と
な
ら
ば
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
を
特
定
で
き
た
に
ち
が
い
な

い
。
様
式
上
の
理
由
か
ら
本
作
は

一
五
三

0
年
代
の
制
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
の
指
摘
に
基
づ
き
、
制
作
年
代
は

一
五
三
五

「
エ
房
画
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
。
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ
チ
ー
ノ
の
自

注
目
さ
れ
る
の
は
、
髭
を
生
や
し
た
中
年
の
男
性
だ
ろ
う
。
彼
は
丸
テ
ー
ブ
ル
の
後
ろ
で
、
五
人
の
年
齢
の
追
う
少
年
や
若
者
た
ち
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
男
性
と

一
人
の
少
年
は
、
屈
む
女
性
像
も
し
く
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
と
、
男
性
の
ト
ル
ソ
と
い
っ
た
石
秤
像
を
そ

れ
ぞ
れ
手
に
し
て
い
る
|
ー
何
の
像
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
古
代
彫
刻
の
コ
ビ
ー
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

上
に
は
プ
ッ
ト
ー
と
子
ど
も
の
頭
部
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
代
に
鋳
造
さ
れ
た
彫
刻
の
石
秤
像
で
あ
る
苓

左
側
の
少
年
は
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
の
素
描
を
手
前
に
示
し
、
右
側
の
行
年
は
男
性
ト
ル
ソ
の
素
描
に
集
中
し
て
い
る
。
両
方
の
素
描
に
は
、

セ
リ
フ
の
よ
う
な
h11
き
込

つ
ま
り
二
人
の
素
描
の
教
師
で
あ
る
。

み
が
あ
る
。
少
年
は
問
う
。
「
こ
の
素
描
が
上
手
く
描
け
て
い
る
か
、
ご
買
く
だ
さ
い
」
。
青
年
は
強
調
す
る
。
「
芸
術
は
実
に
難
し
い
」

宝
gs.
1
4
, 

1
5
]

3

。
こ
れ
に
応
じ
る
べ
き
は
明
ら
か
に
、
も
っ
と
も
年
老
い
た
男
性
、

さ
ら
に
考
察
を
進
め
よ
う
。
五
人
の
生
徒
た
ち
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
第

一
に
、
背
後
に
い
る
三
人
と
、
索
描
を

持
っ
た
二
人
の
間
に
は
、

は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
あ
る
点
で
あ
る
。
二
人
と
も

1

仇
価
な
着
物
を
身
に
ま
と
い
、

は
め
て
い
る
。
背
後
に
い
る
人
物
た
ち
と
教
師
が
簡
素
な
シ
ャ
ツ
や
上
粋
を
着
て
い
る
の
と
は
異
な
る
の
だ
。
わ
た
し
た
ち
の
IJ
の
前
で

授
業
を
受
け
て
い
る
二
人
は
、

工
房
の
徒
弟
な
ど
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
し
く
は
本
上
の
上
流
階
級
出
身
の
若
者
で
あ
る
。
生
計

両
の

l
京
一
デ
ィ
レ

ッ
タ

ン
ト
前
史

い
か
に
意
義
深
い
作
品
で
あ
る
か
が
わ48 



を
立
て
る
た
め
で
は
な
く
、
包
括
的
で
ぜ
い
た
く
な
最
新
の
教
育
の
一
環
と
し
て
授
業
を
受
け
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
で
再
び
、

リ
オ
ー
ネ
が

一
五
二
八
年
に
著
し
た
宮
廷
人
に
関
す
る
甚
物
が
思
い
出
さ
れ
よ
う
。

肖
像
画
で
は
ど
う
や
ら
、
成
功
を
収
め
た
画
家
が
徒
弟
た
ち
の
輪
の
中
で
、
素
描
を
描
く
生
徒
た
ち
を
買
賛
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
画
家
の
授
業
の
状
況
を
紹
介
し
た
作
品
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
、
広
告
的
な
作
品
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。
こ
の
作
品

を
見
た
者
は
、
画
家
が
顧
客
や
将
来
の
生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
る
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

画
中
に
あ
る
二
枚
の
素
描
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
二
枚
の
性
質
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
屈
む
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、

木
炭
も
し
く
は
赤
チ
ョ
ー
ク
で
描
か
れ
て
、
白
い
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

時
代
遅
れ
と
な
っ
た
、
熟
練
を
要
す
る
銀
筆
の
技
術
を
教
え
て
い
る
の
だ
と
、
従
来

は
推
測
さ
れ
て
い
た
。
銀
筆
の
場
合
は

一
発
で
完
成
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
木
炭

や
赤
チ
ョ
ー
ク
の
よ
う
に
手
探
り
で
修
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
輪
郭
線
を
描
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
最
近
に
な
っ
て
、
若
者
が
細
い
筆
を
手
に
し
て
い
る
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
を
塗
る
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
幾
度
か
示
唆
さ
れ
た
5

。
い
ず
れ

に
せ
よ
確
か
な
の
は
、
修
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
工
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
。
背
の
低
い
若
者
は
、

よ
り
単
純
な
技
術
に
従
事
し
、
年
長
の
者
は
、

よ
り
高
度
な
技
術
に
挑
戦
し
て
い
る
。
そ
れ
は
銘
文
や
、
集
中
し
て
緊
張
し
た
額
の

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ペ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

ま、
', て

い
る
。
細
い
も
の
を
使
用
し
て
描
い
て
い
る
た
め

一
五
三

0
年
代
に
は
す
で
に

茶
色
い
紙
に
描
か
れ
た
も
う
一
枚
の
素
描
も
、
同
じ
く
白
い
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
施
さ
れ

49 
fig. 16 ベルナルディーノ・リチーノ《アリーゴ・リチーノとその家族） 1530/35 年、

油彩・板、 I 18 X 165cm 、ローマ、ボルゲーゼ及術館
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テ
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今
度
は
自
分
自
身
を
、
甥
た
ち
と

様
子
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
練
に
際
し
て
は
、
難
易
度
に
応
じ
た
練
習
対
象
が
選
択
さ
れ
て
い
る
！
精
密
な
筋
肉

と
骨
を
持
っ
た
男
性
の
解
剖
学
よ
り
も
、
女
性
の
解
剖
学
の
方
が
単
純
だ
と
考
え
る
著
述
家
が
、
少
な
く
と
も
何
人
か
は
存
在
し
て
い
た

の
だ
g
。

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
、
こ
の
集
団
肖
像
画
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

l

実
の

と
こ
ろ
、
描
か
れ
て
い
る
人
物
を
同
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
リ
チ
ー
ノ
は
他
に
三
点
の
家
族
の
集
団
肖
像
画
を
描
い
た
が
、
本
作
と
比

[
fi
g
. 

1

6
]

。
こ
こ
に
は
、

チ
ー
ノ
は
こ
こ
に
、
兄
と
そ
の
家
族
全
員
の
姿
を
描
い
た
／
彼

〔両
家
〕
は
彼
ら
の
命
を
描
写
に
よ
っ
て
、
し
か
し
自
身
の
そ
れ
は
芸
術

に
よ
っ
て
、
不
朽
の
も
の
に
し
た
」
悠

兄
ア
リ
ー
ゴ
も
画
家
だ
っ
た
。
特
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
弟
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

ー
ノ
の

工
房
で
と
も
に
働
い
て
い
た
。
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
ト
ル
ソ
に
基
づ
く
小
さ
な
彫
刻
を
手
に
し
て
い
る
の
は
、

オ
で
、
後
に
金
細
工
師
に
な
っ
た
。
赤
い
か
ご
を
持
っ
て
い
る
の
が
ジ
ュ
リ
オ
で
、
後
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
皇
帝
の
宮
廷
画
家
と
し
て

働
い
た
。
ア
リ
ー
ゴ
の
肖
像
と
、
別
の
絵
に
あ
る
見
知
ら
ぬ
人
物
の
肖
像
と
を
比
較
し
て
も
、
家
族
が
似
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い

|
ー

し
か
し
画
家
が
描
い
た
別
の
家
族
の
肖
像
画
を
目
の
前
に
し
て
比
べ
る
と
、
家
族
が
似
て
い
る
と
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
双
方
と
も
に
同

じ
頭
部
、
細
い
鼻
、

口
、
髭
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
リ
チ
ー
ノ
が
標
準
的
な
人
物
タ
イ
プ
を
使
用
し
た
の
で
は
な
く
、
正
確
な

人
相
学
に
基
づ
き
描
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

リ
ー
ゴ
と
、
彼
を
囲
む
そ
の
家
族
の
肖
像
を
描
き
出
し
た
。
そ
の
数
年
後
、
独
身
で
子
ど
も
の
い
な
か
っ
た
画
家
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

ー
ノ
は
、

姿
で
描
い
た
の
で
あ
る
。
自
画
像
と
し
て
の
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
の
近
く
に
い
る
の
は
、
背
後
の
小
さ
な
ジ
ュ
リ
オ
と
、

二
人
の
兄
弟
だ

べ
る
の
に

一
番
適
し
て
い
る
の
は
、

ー
章

一
デ
ィ
レ

ッ
タ
ン
ト
前
史

一
五
三

0
年
代
初
期
に
描
か
れ
た
、
リ
チ
ー
ノ
の
兄
ア
リ
ー
ゴ
と
そ
の
家
族
の
集
団
肖
像
画
で
あ
る

お
そ
ら
く
完
成
後
に
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
銘
文
が
あ
り
、
こ
の
銘
文
の
お
か
げ
で
人
物
を
同
定
で
き
る
。
「リ

ア
リ
ー
ゴ
の
長
男
フ
ァ
ビ

お
そ
ら
く

一
五
三

0
年
代
初
頭
に
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ
チ
ー
ノ
は
、
芸
術
家
の
兄
ア

（
授
業
料
を
払
う
）
子
ど
も
た
ち
が
良
い
関
係
を
築
き
上
げ
た
工
房
の
中
で
、
弟
子
た
ち
に
囲
ま
れ
る so 



本
作
の
非
常
に
考
え
抜
か
れ
た
構
造
を
踏
ま
え
た
な
ら
ば
、

ろ
う
。
彼
ら
は
ア
リ
ー
ゴ
・
リ
チ
ー
ノ
の
家
族
の
肖
像
の
中
に
見
た
と
き
よ
り
も
、
数
歳
年
を
重
ね
て
い
る
。

以
上
の
人
物
の
同
定
が
正
し
け
れ
ば
、

51 つ

な
ぜ
少
年
で
は
な
く
師
匠
が

わ
た
し
た
ち
の
眼
前
に
は
、
教
育
す
べ
き
「
精
神
上
の
子
ど
も
た
ち
」
に
囲
ま
れ
た
画
家
の
自

画
像
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
頁
族
風
の
も
し
く
は
富
裕
市
民
庖
の
素
描
生
徒
が
手
前
で
、
徒
弟
の
甥
た
ち
が
後
ろ
側
で
あ
る
。
こ
の
絵
に

表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
血
緑
の
絆
、
社
会
的
要
請
、
そ
し
て
、
集
め
た
生
徒
の
素
描
の
習
熟
度
や
修
練
と
才
能
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
だ
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
は
無
論
の
こ
と
、
年
齢
に
応
じ
て
技
術
が
向
上
す
る
と
い
う
点
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
異
な
っ
た
社
会
階
庖
に
属
す
る
ひ
と
び
と
が
集
ま
り
ま
と
ま
る
こ
と
は
、
人
文
主
義
の
新
し
い
理
念
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
徳
や
知
識

に
基
づ
く
理
想
的
共
同
体
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
素
描
に
お
け
る
修
練
は
1

ラ
テ
ン
語
や
俗
語
詩
を
学
ぶ
の
と
同
じ
よ
う
に
人

文
主
義
的
な
徳
ヘ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
で
あ
り
、

そ
の
表
明
の
形
式
な
の
だ
。

い
ま
や
、
も
う
ひ
と
つ
の
燈
く
べ
き
小
道
具
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
る
。

一
体
な
ぜ
年
若
い
少
年
の
練
習
対
象
と
し
て
裸
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
い
う
と
、

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
い
う
KII
代
の
愛
の
女
神
の
小
さ
な
彫
像
を
ま
っ
す
ぐ
彼
に
向
き
あ
う
よ
う
に
し
て
手
に
し
て
い
る
の
か
。
再
び
同
時
代
の

バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
に
よ
る
版
画
《
ア
カ
デ
ミ
ア
》
を
思
い
出
さ
れ
た
い
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ

チ
ー
ノ
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
肖
像
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
自
身
を
芸
術
愛
好
家
と
し
て
示
そ
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
を
素
描
の
授
業
の
最
初
の
手
本
と
し
て
示
す
こ
と
で
、
自
分
の
授
業
が
、
機
械
的
な
練
習
で
は
な
く
、
芸
術
へ
の
愛
、
素
描
の
本
質

に
あ
る
愛
の
理
解
を
呼
び
起
こ
す
も
の
だ
と
演
出
し
て
い
る
の
だ
。
独
身
の
画
家
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
の
手
の
中
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、

ま
り
芸
術
へ
の
愛
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
彼
の
兄
の
家
族
肖
像
両
の
中
で
は
妻
の
占
め
る
位
四
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
芸
術

こ
そ
が
芸
術
家
の
妻
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

パ
オ

ロ

・
ウ
ッ
チ
ェ
ロ

(
P
a
o
l
o
U
c
c
e
l
l
o
, 
1
3
9
7
,
1
4
7
5
)

か
ら
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

(
M
i
c
h
e
l
a
ng
e
l
o

B
u
o
n
a
r
r
o
n
, 
I 

4
7
5
,
1
5
6
4
)

に
至
る
ま
で
の
時
代
の
中
で
変
わ
り
続
け
た
常
套
句
が
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
屯

芸
術
へ
の
愛
が
あ
る

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ペ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
リ
チ
ー
ノ
ウ
ル
リ
ヒ

・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー



断
の
た
め
に
、
建
築
家

・
戦
略
家

・
参
謀
の
能
力
が
求
め
ら
れ

わ
け
で
も
な
い
）
。
完
全
に
逆
な
の
だ
。
彼
ら
は
彼
の
王
国
の

し)

（
こ
う
し
た
行
為
が
余
暇
や
個
人
的
な
喜
び
と
さ
れ
て
い
る

し

「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
建
築
家
や
軍
事
技
師
で
は
な
い
が
、
し
か

さ
せ
た

(
C
o
s
,
m
o 
I.
 

d
e
'
M
c
d
1c1
, 
1
5
1
9
'
1
5
7
4
)

の
寓
意
的
な
肖
像
画
を
完
成

[
f
i

g
. 

1
8

]

3

、
。
当
然
な
が
ら
こ
の
君
主
た
ち
は
、
プ
ロ

た
め
に
働
い
て
い
る
。
理
想
的
な
君
主
像
に
は
、
計
画
や
判

ン
パ
ス
を
手
に
し
て
シ
エ
ナ
攻
略
を
計
画
す
る
コ
ジ
モ
一
世

ノ

・
リ
チ
ー
ノ
の
肖
像
は
、
彼
が

こ
と
に
よ
っ
て
、
弟
子
た
ち

i

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
徒
弟
で
あ
れ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
れ
I

に
囲
ま
れ
た
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー

1
章
一
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
前
史

「
精
神
上
の
父
親
」

fig. 17 トンマーゾ・マンツォーリ、通称マーゾ・

ダ・サン ・フリアーノ〈オッターヴィオ ・

ファルネーゼと市'lI 建築家フランチェス

コ・デ・マルキ(?)〉 1556 年、油彩・板、

115 X9 0cm 、ナポリ、国立カポディモン

テ災術館

た
る
一
種
の
家
族
の
肖
像
へ
と
変
わ
る
の
だ
。

一
五
五
六
／
一
五
六
五
年
と
い
う
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
の
始
ま
り
の
時
代
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
で
豊
か
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
二
作
品
に
お
い
て
、
君
主
が
非
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る

（
軍
人
）
建
築
家
と
し
て
描
写
さ
れ
た
。

大
き
い
フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
の
作
例
、
す
な
わ
ち
マ

ー
ゾ

・
ダ

・
サ
ン

・
フ
リ
ア
ー
ノ

(
M
a
s
o
d
a 
S
a
n 

F
n
a
n
o
, I 

5
3
6
-
1
5
7
1
)

の
ほ
ぼ
全
身
を
描
い

た
二
重
肖
像
画
で
は
、
年
老
い
た
人
物
が
若
者
に
対
し
て
、
設
計
図
を
作
成
す
る
際
の
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
を
教
授
し
て
い
る

[
f
i
g

・

1
7
]

。

確
か
な
証
拠
か
ら
、
こ
の
二
人
は
、

三
二
歳
の
君
主
オ
ッ
タ
ー
ヴ
ィ
オ

・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ

(
Or
r
a
v
1
0
Far
nese
, 

1
5
2
4
,
1
5
8
6
)

と
、
軍
人
建
築

家
だ
と
同
定
で
き
る
匂
同
じ
頃
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
ジ
ョ
ル
ジ
ョ

・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ

(
G
i
o
r
g
io
V
asar
i, 
1
5
1
1
,
1
5
7
4
)

が
、
同
じ
よ
う
に
コ 52 



(
e
n
k
y
k
l
i
k
o
s 

p
a
1d
e
1a) 

と
、
理
想
的
な
国
家
創
造
主
と
し
て
の

君
主
の
象
徴
的
役
割
と
が
、
結
び
付
け
ら
れ
た
_
ー
暗
喩
的
に
、ぃ5

設
計
者
、
画
家
、
彫
刻
家
、
も
し
く
は
建
築
家
で
あ
る
の
だ

g

品
に
と
っ
て
、
素
描
が
も
つ
象
徴
的
意
味
は
、
時
に
は
デ
ィ

レ
ッ
タ
ン
ト
の
側
面
と
同
じ
く
ら
い
直
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
違
を
見
た
な
ら
ば
、

そ
の
黎
明
期
に
お
い
て
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト

の
肖
像
画
が
、
直
線
的
な
発
展
史
を
描
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
広
く
伝
統
が
始
ま
る
の
は
、

世
紀
初
頭
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

二
つ
の
作
例
で
あ
る
。

肖
像
画
で
、

イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
南
ド
イ
ツ
語
圏
に
由
来
す
る
I

た
だ
し
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
新
米
画
家
な
の
か
、
あ
る
い

は
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
な
の
か
、
明
快
で
は
な
い
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
画
家
見
習
い
や
、
素
描
を
学
ぶ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
生
徒
を
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
最
初
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
肖
像
画
、
あ
る
い
は
索
描
を
教
え
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

・
リ

チ

ー

ノ

ウ
ル
リ
ヒ

・
フ
ィ
ス
テ
ラ
ー

特
異
な
絵
画
理
念
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作

例
を
詳
細
に
分
析
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
動
機
で

素
描
す
る
人
物
を
捉
え
た

一
六
世
紀
の
肖
像
画
の
稀
有
な
作

ま
と
め

結
び
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

極
め
て
限
定
的
な
が
ら
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

き
出
す
た
め
に
、
包
括
的
な
教
育
概
念
で
あ
る
「
一
般
教
育
」

る
。
軍
司
令
官
や
国
家
戦
略
家
と
し
て
の
君
主
を
具
体
的
に
描

53 

よ
う
や
く

一
八

ひ
と
つ
は
あ
る
素
描
家
の
最
初
期
の
有
名
な

fig. 18 ジョルジョ ・ヴァザーリ （シエナ攻略を，｛「画するコン
モゞ -l仕｝

1563/65 年、油彩板、 54 X 54cm 、フィレンツェ、パラッツォ・

ヴェッキオ、五百人広間
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